
 

                               
   
クリエイティビティを刺激する JINS 東京本社 創造性を充填するギャラリーの第 2 回展示は、 写真の新しい解釈を提示する「プラネタリウム」 
 株式会社ジンズホールディングス（東京本社：東京都千代田区、代表取締役 CEO：田中仁、以下 JINS）は、新しい価値の創造に挑戦するマインドを取り戻すため、多彩なアートを取り入れクリエイティビティを刺激する新社屋に、昨年移転しました。この度、3 階のギャラリースペースに、国際的に活躍するキュレーターである⻑谷川祐子氏のキュレーションのもと、写真家・高木こずえ氏の「プラネタリウム」の展示を 2024 年 9 月より開始しました。 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 「美術館×オフィス」を体現したギャラリーが、従業員のクリエイティビティを刺激！ 
 
JINS は 現在 、“Second Genesis（第 二創 業 ）”を 掲げ 、JINS ブラ ン ドの 刷 新に 取 り組 ん でい ま す。昨年 、⾃分 た ちが 冒 険者（ ベン チ ャー ）であ る こと を 改め て 認識 し 、覚 悟 を持 っ て新 し い価 値 づく り に挑戦 す るマ イ ンド を 取り 戻 すべ く 、東 京 本社 を 移転 。 地上 9 階 建 ての ビ ルを 一 棟借 り し、 新 進気 鋭 の建築 家・髙濱 史子 氏 のも と「 壊し な がら 、つく る 」と「 美術 館×オ フィ ス 」をコ ンセ プ トに フ ルリ ノ ベーシ ョ ンし た 新社 屋 では 、入居 以 降、多 彩な ア ート や 従業 員 用サ ウ ナ、カ フェ を 導入 し 、従 業 員の ク リエイ テ ィビ テ ィを 高 める た め、 新 しい 働 き⽅ を ⼤胆 に 模索 し てい ま す。  
3 階は 商談 室 フロ ア の廊 下 部分 を ギャ ラ リー ス ペー ス に活 用 し 、「 美術 館×オ フ ィス 」の コン セプ トを 体 現 。 従 業 員 は も ち ろ ん 社 外 の ⽅ の 感 性 に も 働 き か け 、 創 造 性 が 充 填 さ れ る 場 所 と し て ⻑ 谷 川 祐 子氏に 監 修い た だき ま した 。 第 1 回 とし て 2023 年 10 月 よ り 2024 年 6 月 まで 、ア ー ティ ス トの ⽴ 石従寛 氏 、 松 田 将 英 氏 、 保 良 雄 氏 の 共 作 に よ る 映 像 イ ン ス タ レ ー シ ョ ン 「Gravitation」 を 展 示 し ま し た 。 

 旧来の制作手法に収まらない写真家・高木こずえ氏。初公開となる新作含む 20 点が、写真の新しい解釈を提示する 
 今回 、 第 2 回と な る展 示 プロ グ ラム と して 、 写真 家 ・高 木 こず え 氏の 「 プラ ネ タリ ウ ム」 を 展示 しま す 。 高 木 氏 は 写 真 を ベ ー ス に し な が ら も 、 旧 来 の 写 真 の 枠 に 収 ま ら な い 制 作 手 法 で 新 し い ア ー ト を切り 開 いて き まし た 。本 展 示で は 、写 真 作品 だ けで な く近 年 取り 入 れて い る油 彩 や版 画 を、写 真の 新 たなる 解 釈と し て提 示 する 作 品 20 点を 展 示。な かで も 展示 プ ログ ラ ムの タ イト ル でも あ る作 品「プ ラ ネタリ ウ ム」は 、プ ラ ネタ リ ウム の 建物 を 撮影 し たポ ラ ロイ ド 写真 と 、写 真 をも と にキ ャ ンバ ス にア ク リル絵 の 具と 写 真の 古 典技 法「サ イ アノ タ イプ 」で描 い た作 品 。サ イ アノ タ イプ を 発明 し たジ ョ ン・ハ ーシ ェ ル が 天 ⽂ 学 者 で あ っ た こ と か ら 、 星 々 を 眺 め る プ ラ ネ タ リ ウ ム を ⻘ 写 真 と も 呼 ば れ る 技 法 も 取 り入れ て 表現 し てい ま す。他 にも 新 作（ タ イト ル 未定 ）であ る 富山 県 の海 辺 で撮 影 した 写 真は 、⻑谷 川 氏との 対 話を 経 て、当 初白 黒 だっ た 作品 に 異な る ⾊の レ イヤ ー を重 ね るこ と で、1 つの 写 真が 違 った 変 化をみ せ る作 品 とな っ てい ま す。これ らを 含む 、「SUZU」（2011）、「琵 琶島 」（2012-2017）、「プレリ ュ ード 」 （2018） の シリ ー ズに 加 え、2024 年 作の 初 公開 と なる 新作 4 点 を展 示 しま す 。  
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展示「プラネタリウム」  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 「プラネタリウム」について⻑⾕川祐⼦氏より 
JINS ギ ャラ リー 第 2 回 ⽬ は⼥ 性 アー テ イス ト 、高木 こず え の個 展「 プラ ネ タリ ウム 」と なり ます 。高木 は 1985 年 ⽣ま れ 、2006 年 から ⾃ 分 にと っ て⾝ 近 な⾵ 景 を写 真 、コ ラ ージ ュ 、絵 画 、版 画 など 多 様なメ デ イウ ム によ っ て表 現 して き まし た 。  「SUZU」は ⻑野 県 の諏 訪 地⽅ で、彼 ⼥ が 6 歳ま で 過 ごし た 場所 を 再訪 し て撮 影 した も ので す 。「 琵琶島 」は 現 在住 んで い る場 所 で 、「プ レ リ ュー ド 」は米 国ポ ー トラ ン ドで 撮 影さ れ まし た 。撮影 した 新 作が加 え られ て いま す 。高 木 は、「⾃ 分 の ⽬の 前 にあ る もの を 撮ら な い、そ れを 追 って い った 先 にあ る 、何か に つな が って い るも の を撮 り たい 」 と語 り ます 。  「プ ラ ネタ リ ウム 」 は近 い 星、 遠 い星 が 異な っ た輝 き をも っ てそ の 場に 展 開し て いま す 。  一つ 一 つの 写 真の 光 景は 異 なっ た 時間 に 存在 す る。 例 えば 6 歳 時 と⾃ 分 の「 現 在の 時 間」 と の距 離 をはか り なが ら 、そ れ ぞれ の 瞬間 が 放つ 光 の輝 き をと ら える 。その 視 点は 彼 ⼥の 写 真に 、透明 で あり な がら ⽣ 命 力 に 富 ん だ 活 気 を 与 え て い ま す 。 写 真 を 撮 る ⾏ 為 は ⾝ 近 な ⾵ 景 を 「 遠 い 」 と こ ろ に む す び つ ける、 「 ⾒る 」 とい う こと の 可能 性 を拡 張 して く れる ⾏ 為で も ある の です 。  
 【⻑ 谷 川祐 子 （は せ がわ ゆ うこ ） 氏・ プ ロフ ィ ール 】  
キ ュ レ ー タ ー /美 術 批 評 。⾦ 沢 21 世 紀 美 術 館 館 ⻑ 。国 際 ⽂ 化 会 館 ア ー ト デ ザ イ ン 部 門 プ ロ グ ラ ム デ イレ ク タ ー 。 京 都 ⼤ 学 法 学 部 卒 業 、 東 京 藝 術 ⼤ 学 ⼤ 学 院 美 術 研 究 科 修 ⼠ 課 程 修 了 。 ⽔ ⼾ 芸 術 館 学 芸 員 、
ホ イ ッ ト ニ ー 美 術 館 客 員 キ ュ レ ー タ ー 、 世 田 谷 美 術 館 学 芸 員 、 ⾦ 沢 21 世 紀 美 術 館 学 芸 課 ⻑ 及 び 芸 術
監 督 、 東 京 都 現 代 美 術 館 チ ー フ キ ュ レ ー タ ー 及 び 参 事 を 経 て 、2021 年 4 月 よ り 現 職 。 タ イ 、 モ ス クワ 、 シ ャ ル ジ ャ 、 イ ス タ ン ブ ー ル な ど で の ビ エ ン ナ ー レ を は じ め 、 国 内 外 で 数 多 く の 展 覧 会 を 企 画 。
主 な 著 書 に『 破 壊 し に 、と 彼 ⼥ た ち は ⾔ う：柔 ら か に 境 界 を 横 断 す る ⼥ 性 ア ー テ ィ ス ト た ち 』、『 ジ ャ
パ ノ ラ マ -1970 年 以 降 の 日 本 の 現 代 ア ー ト 』、『 新 し い エ コ ロ ジ ー と ア ー ト -「 ま ご つ き 期 」と し て の人 新 世 』 な ど 。  

 「プラネタリウム」について高木こずえ氏より 写真 は 変化 だ と思 う ので す 。  ある 光 景が 、ネガ に なっ た り 、プ リ ント にな っ たり 、デー タ にな っ たり 、版 木に なっ た り 、版 画に な ったり 、 絵に な った り する 。 それ が 私が 写 真だ と 思っ て いる こ とで す 。  写真 は 変化 し ます 。容れ も のは 乗 りか え られ 、イメ ー ジは 移 動し ま す。そ の移 動 のさ な か、イ メー ジ はしば し ば⾒ え なく な りま す 。暗い カ メラ の中 、ネ ガの 反転 の 中 、薬 液の 中 、ハー ドデ ィ スク の 中 、版 木の奥 、 真っ さ らな キ ャン バ スの 上…そう い う場 所 に潜 ん で姿 を 消し 、新た な 姿で ふ たた び 現れ る 。そ れが写 真 。だ か ら、 写 真は 変 化、 そ して 明 滅。  ここ に ある の は「SUZU」（2011）、「 琵琶 島 」（2012-2017）、「プ レ リュ ー ド」（2018）の過 去 のシ リ ー ズ と 、2024 年 作 の あ た ら し い 数 点 で す 。 変 化 と 明 滅 を く り か え し 、 こ こ ま で 届 い た 光 景 で す 。 
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作 品「 プ ラ ネ タ リ ウ ム 」。ポ ラ ロ イ ド 写 真 で 撮 影 し た プ ラ ネ タ リ ウム（ 左 の 写 真 ）を も と に 、ア ク リ ル 絵 の 具 と 写 真 の 古 典 技 法「 サ イア ノ タ イ プ 」 で 描 い た 絵 画 （ 右 の 写 真 ） 。  

写 真（ 展 示 左 ）を も と に 油 絵 で 描 い た 絵 画（ 展 示 左か ら 2 つ ⽬ ） は 「 琵 琶 島 」 シ リ ー ズ の 作 品 。  富 山 県 の 海 辺 で 撮 影 し た 写 真（ 展 示 右 2 点 ）は 異 なる ⾊ の レ イ ヤ ー を 重 ね た 新 作 （ タ イ ト ル 未 定 ） 。  

富 山 県 の 海 辺 で 撮 影 し た 写 真 に 異 な る レ イ ヤ ー を重 ね た 新 作 （ タ イ ト ル 未 定 ） の 2 点 （ 展 示 左 2 点 ）と 、ア メ リ カ・オ レ ゴ ン 州 で の ス ナ ッ プ シ ョ ッ ト をも と に し た 木 版 画 （ 展 示 右 ） 。  



【高 木 こず え 氏（ た かぎ こ ずえ ） 氏・ プ ロフ ィ ール 】  
1985 年 ⻑ 野 ⽣ ま れ 。 現 在 、 ⻑ 野 に て 制 作 活 動 。  

2007 年 東 京 ⼯ 芸 ⼤ 学 芸 術 学 部 写 真 科 卒 業 。  

2006 年 の デ ビ ュ ー 直 後 に 、 キ ヤ ノ ン 写 真 新 世 紀 グ ラ ン プ リ 受 賞 、 森 ⼭ ⼤ 道 賞 受 賞 、EPSON Color 

Imaging Contest 準 グ ラ ン プ リ 受 賞 を 受 賞 す る な ど 、華 々 し く そ の キ ャ リ ア を ス タ ー ト さ せ た 。2009年 に は 新 ⼈ 作 家 の 登 ⻯ 門 と も ⾔ わ れ る VOCA 展 2009 に て 府 中 市 美 術 館 賞 を 受 賞 。2010 年 に 第 35 回
木 村 伊 兵 衛 写 真 賞 を 受 賞 し た 。  

高 木 こ ず え は 、 写 真 を ベ ー ス に し な が ら も 、 旧 来 の 写 真 の 枠 に 収 ま ら な い 制 作 手 法 で 新 し い ア ー ト の地 平 線 を 切 り 開 い て き た 。 ス ト レ ー ト フ ォ ト と 、 そ の 対 局 に あ る か の よ う な デ ジ タ ル 技 術 を 駆 使 し た
作 品 群 は 高 木 の 制 作 の ２ つ の 柱 で あ る が 、 近 年 は さ ら に 油 彩 や 版 画 と い っ た 表 現 技 法 も 取 り ⼊ れ 、 こ
れ ら を 「 写 真 」 の 新 た な 解 釈 と し て 提 示 し て い る 。  近 年 の 個 展 と し て 「 プ レ リ ュ ー ド 」TARO NASU、 東 京  (2019)、 「 鏡 と 穴−彫 刻 と 写 真 の 界 面 」 ギ ャ
ラ リ ー αM、 東 京  (2017)、 「 琵 琶 島 （She's［3⼈ の 写 真 家 。 彼 ⼥ た ち の 写 真 展 ］ ） 」 キ ヤ ノ ン ギ ャ ラ
リ ーS、東 京  (2014) 、ほ か 。 主 要 な 参 加 展 覧 会 と し て 「 リ ・ シ ン ビ ズ ム 2 - そ し て 未 来 へ 」  茅 野 市美 術 館 、⻑ 野  (2024)、「 シ ン ビ ズ ム 2 - 信 州 ミ ュ ー ジ ア ム・ネ ッ ト ワ ー ク が 選 ん だ 20 ⼈ の 作 家 た ち 」  

須 坂 版 画 美 術 館 、⻑ 野  (2018) 、「 信 州 の 美 術 い ま・む か し  菱 ⽥ 春 草 か ら 高 木 こ ず え ま で 」⻑ 野 県 信
濃 美 術 館 ・ 他 、 ⻑ 野  (2017)、 「 豊 穣 な る も の  現 代 美 術 in 豊 川 」 豊 川 市 桜 ヶ 丘 ミ ュ ー ジ ア ム 、 愛 知  

(2015) な ど 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【10 月 18 日（⾦）に「プラネタリウム」を特別に一般公開！】 
 
3 階ギ ャラ リ ーに 展 示さ れ た「 プ ラネ タ リウ ム 」。 普 段は 従 業員 や 関係 者 のみ が 入れ る この 場 所を、 特 別に 一 般公 開 しま す 。こ の 機会 に 、ご 興 味が あ る⽅ は ぜひ お 越し く ださ い 。  
 【開 催日 時 】  
2024 年 10 月 18 日（ ⾦ ）11:00〜14:00（最 終受 付 ：13:30）  
 【開 催場 所 】  株式 会 社ジ ン ズホ ー ルデ ィ ング ス  東 京 本社  （〒101-0054 東 京 都千 代 田区 神 田錦 町 3-1 安田 シー ケ ンス タ ワー ）  
 【入 館⽅ 法 】  
10 月 4 日（ ⾦）9:00〜10 月 18 日（ ⾦）13:30 の 期間 に 「ONCA COFFEE 神田 店 」に て 商品 を お買い 上 げい た だい た ⽅に 、 特別 鑑 賞チ ケ ット を お配 り しま す 。当 日 は 1 階に て チ ケッ ト と引 き 換えに 、 ご入 場 いた だ けま す 。  
 【プ チギ フ ト 】  
ONCA COFFEE ドリ ップ バッ グ  ※先 着 順 。 な く な り 次 第 終 了  ※味 は お 選 び い た だ け ま せ ん 。  

 【ONCA COFFEE 神田 店 】  
JINS 東 京本 社の 1 階 に 併 設す る コー ヒ ース タ ンド 。 営業 は 平日 の 9:00〜17:00。  詳細 ：https://www.onca-coffee.com/shop/ 
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